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正会員数1,086名　賛助会員 42個人・70団体（３月末現在）
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P4	 女性部会だより

	 広報部会よりお知らせ
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霞城の春（広報部会　佐藤 明さん撮影）
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少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い

労
働
力
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
、

政
府
で
は
、
女
性
や
高
齢
者
が
働
き

や
す
く
、
ま
た
意
欲
と
能
力
が
あ
る

も
の
が
活
躍
し
や
す
い
職
場
環
境
を

作
り
、
労
働
生
産
性
を
上
げ
て
成
長

を
持
続
さ
せ
る
た
め
、
長
時
間
労
働

の
削
減
な
ど
の
「
働
き
方
改
革
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
で
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
強
化
や
生
涯
現
役
支
援
窓
口
の

開
設
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
も
参

加
し
て
い
る
「
や
ま
が
た
生
涯
現
役

促
進
地
域
連
携
事
業
協
議
会
」
が
発

足
し
、
高
齢
求
職
者
の
相
談
窓
口
の

開
設
や
高
齢
者
の
求
職
セ
ミ
ナ
ー
、

企
業
説
明
会
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
養
成
、
よ
り
あ
い
産
直
・

農
園
の
開
設
な
ど
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

産
直
で
は
あ
る
程
度
の
実
績
を
あ

げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
就
業

相
談
の
件
数
も
少
な
く
、
ご
協
力
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
ま
だ
ま

だ
足
り
ま
せ
ん
。
シ
ル
バ
ー
会
員
の

皆
様
に
は
本
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解

の
う
え
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
頂

け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

イ
チ
イ
チ
運
動
の

�

積
極
的
な
展
開
を

一
昨
年
度
か
ら
会
員
数
が
一
千
人

台
を
突
破
し
、
過
去
三
年
間
は
連
続

し
て
会
員
数
は
増
加
に
転
じ
て
お
り

ま
す
。

全
国
シ
ル
バ
ー
事
業
協
会
で
は
、

今
年
度
か
ら
再
度
、
会
員
数
百
万
人

を
達
成
す
べ
く
様
々
な
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
全
国
の
各

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
会
員
増
強
に
向

け
た
計
画
策
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
役
職
員

に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動
や
世
話
役
会

や
地
区
研
修
会
に
お
い
て
イ
チ
イ
チ

運
動
の
展
開
を
呼
び
掛
け
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

会
員
の
増
加
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
拡
大

こ
こ
数
年
、
請
負
事
業
実
績
と
と

も
に
、
派
遣
事
業
も
順
調
に
実
績
が

上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
は
小
売
・
流
通
業
を
中
心

に
就
業
者
も
増
え
、
大
幅
な
増
加
と

な
り
ま
し
た
が
、
現
役
世
代
支
援
の

重
点
業
種
で
あ
る
保
育
、
介
護
分
野

へ
の
就
業
が
ま
だ
少
な
い
現
状
に
あ

り
ま
す
。
全
国
的
に
も
「
高
年
齢
者

等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法

律
」（
高
齢
法
）
の
改
正
に
よ
り
、

シ
ル
バ
ー
派
遣
就
業
が
週
四
十
時
間

ま
で
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま

す
ま
す
派
遣
事
業
の
需
要
が
高
ま
る

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
今
後
も

引
き
続
き
、
新
規
就
業
開
拓
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

『
三
年
間
事
故
ゼ
ロ
』

�

運
動
の
継
続

安
全
就
業
推
進
委
員
会
の
提
唱
に

よ
り
取
り
組
ん
で
き
た
『
三
年
間
事

故
ゼ
ロ
』
運
動
で
す
が
、
初
年
度
は

事
故
ゼ
ロ
を
達
成
し
ま
し
た
が
、
昨

年
度
は
四
件
の
事
故
が
発
生
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
再
度

『
事
故
ゼ
ロ
』
の
取
り
組
み
を
継

続
・
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

役
職
員
・
会
員
一

丸
と
な
り
目
標
達

成
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

�

理
事
長
　
長
　
瀬
　
洋
　
男

平
成
三
十
年
度
を
迎
え
て
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月別 入会者数 退会者数 当月末会員数 備考

29.8.31 1,013

９　月 17（男12、女５） 1,030

10　月 14（男９、女５） １（男１、女０） 1,043

11　月 ８（男５、女３） 1,051

12　月 ９（男５、女４） 1,060

１　月 10（男６、女４） 1,070

２　月 ６（男４、女２） 1,076

合　計 男：811　女：265

事業区分 実就業人員 備考

請負事業 750

派遣事業 170

合　　計 920 就業率：85.5％

区分 職群 就業延人数 備考

一般受注

技 術 群 52 経理事務、パソコン作業　など

技 能 群 16,920 襖張り、障子張り、剪定　など

事 務 整 理 群 2,816 賞状筆耕　など

管 理 群 24,276 駐車場管理、施設管理　など

折 衝 外 交 群 573 量販店での作業　など

一 般 作 業 群 19,057 除草、草刈り、清掃　など

サ ー ビ ス 群 667 病院での洗濯、らくらく応援隊　など

計 64,361

独自事業

自 転 車 再 生 75

家具リサイクル 11

即 売 会 24

計 110

合　　計 64,471

派遣事業 9,326

平成29年９月から平成30年２月まで
①会員の状況

②就業状況

会員の状況・就業状況について
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平
成
二
十
九
年
度
は
役
員
の
交
代
に
よ
り
部
会
長
は
じ
め
新
役

員
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
会
員
の
方
か
ら

色
々
な
行
事
に
参
加
し
て
頂
き
、
役
員
一
同
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
お
元
気
な
先
輩
に
お
会
い
で
き
感
動
し
て
お
り
ま
す
。

女
性
部
会
の
活
動
報
告
は
次
の
通
り
で
す
。

　

六
月
～
七
月　

�

花
笠
作
り　

花
笠
ま
つ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
贈
呈
式
に
参
加　

三
名

　

七
月　
　
　
　

折
り
紙
教
室

　

八
月　
　
　
　

し
る
ん
ば
コ
ミ
サ
ロ
ン　

「
カ
ラ
オ
ケ
」

　

九
月　
　
　
　

バ
ザ
ー
開
催　

山
形
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

十
月　
　
　
　

創
作
品
展
示
即
売
会　

テ
ル
サ
内
文
化
祭

　

十
一
月　
　
　

�

施
設
見
学
会　

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
・
山

形
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
・
市
民
防
災
セ
ン

タ
ー
（
防
災
体
験
）

　

十
二
月　
　
　

�

山
形
学
園
へ
寄
付
金
贈
呈　

金
額
五
万
円

（
バ
ザ
ー
の
売
上
金
）

　

十
二
月　
　
　

�

生
菓
子
づ
く
り　

上
山
十
五
屋
の
師
匠
よ
り

指
導
を
受
け
る　

鈴
川
交
流
セ
ン
タ
ー

　

二
月　
　
　
　

�

タ
オ
ル
寄
贈　

蔵
王
や
す
ら
ぎ
の
里
・
み
こ

こ
ろ
の
園
南
山
形
（
計
四
〇
〇
本
）

　

二
月　
　
　
　

創
作
品
展
示
即
売
会　

二
回
目

こ
の
た
び
約
七
年
ぶ
り
に
、
会
員
を
対
象
に
左
記
の
要
領
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
目
的
は
、
会
員
の
皆
様
の
会
報
「
シ
ル
バ
ー
や
ま
が
た
」
に
対
す
る

意
向
や
要
望
を
把
握
し
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
、
そ
し
て
よ

り
親
し
ま
れ
る
会
報
作
り
に
役
立
て
る
た
め
で
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

①
　
調
査
期
間
　
平
成
三
十
年
四
月
一
日
～
四
月
十
六
日
ま
で

②
　
対
　
　
象
　
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
全
会
員

③
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
内
容

会
報
「
シ
ル
バ
ー
や
ま
が
た
」
に
つ
い
て
（
別
紙
調
査
票
の
と
お
り
）

④
　
調
査
票
の
配
布
と
回
収
方
法

配
布　

�

各
地
区
担
当
世
話
役
よ
り
会
報
「
シ
ル
バ
ー
や
ま
が
た
」

　
　
　

四
月
一
日
号
に
て

回
収　

〇�

各
地
区
担
当
世
話
役
が
回
収
し
、
班
長
が
ま
と
め
事
務
局
へ

提
出

　
　
　

〇
本
人
が
直
接
事
務
局
へ
持
参

　
　
　

〇
事
務
局
へ
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
〇
二
三
ー
六
四
七
―
六
六
四
八
）

　
　
　

�

調
査
結
果
は
、
次
号
（
一
三
一
号
）
に
て
発
表
い
た
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
募
集
に
つ
い
て

①
　
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
期
間
　
平
成
三
十
年
四
月
一
日
～
四
月
十
六
日
ま
で

②
　
モ
ニ
タ
ー
期
間

�
本
号
よ
り
百
三
十
三
号
（
平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
発
行
）
ま
で
の

計
四
回

③
　
募
集
人
員

会
員
よ
り
十
名
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
）

ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
と

�

モ
ニ
タ
ー
の
募
集
に
つ
い
て

広
報
部
会
よ
り

お
知
ら
せ

女性部会だより� 女性部会長　塩野美智子

みこころの園南山形にて

施設見学会
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地域
紹介 わが街自慢

清
水
　
　
勇

廣
谷
司
郎
左
ェ
門

第

三

地

区

西
部
地
区
　

節
分
祭
は
二
月
三
日
恒
例
の

鳥
海
山
月
山
両
所
宮
の
一
大
事

業
の
一
つ
で
あ
る
。

今
年
は
、
幸
い
に
天
気
も
良

く
、
大
勢
の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

私
は
戌
年
の
年
男
で
す
。
年

男
は
、
裃
を
ま
と
い
本
殿
で
お

祓
い
を
う
け
、
一
緒
に
玉
串
を

あ
げ
て
参
拝
を
い
た
し
ま
し
た
。

豆
ま
き
は
落
花
生
と
洗
銭
し

た
五
円
玉
を
小
袋
に
入
れ
て
健

康
第
一
、
無
病
息
災
を
願
っ
て

ま
き
ま
す
。

壇
上
で
神
職
、
総
代
、
年
男

が
掛
声
を
大
に
し
て
「
福
は
内
、

鬼
は
外
」。
豆
に
は
幸
運
の
く

じ
が
入
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
に
た
く
さ
ん
の
福
を
お

分
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

西
部
地
区
は
、
西
里
山
麓
に

広
が
る
田
園
地
帯
で
、
山
形
八

中
学
区
の
西
山
形
・
村
木
沢
・

大
曽
根
の
三
地
区
で
す
。
大
ノ

越
古
墳
を
始
め
大
曽
根
荘
園
等
、

史
跡
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
地

区
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
中
で

村
木
沢
の
魅
力
あ
る
紫
陽
花
寺

を
今
回
紹
介
し
た
い
。

駅
西
口
か
ら
六
キ
ロ
離
れ
た

西
山
に
あ
り
、
出
塩
文
殊
堂
で

知
ら
れ
る
通
称
紫
陽
花
寺
。
五

台
山
文
殊
堂
と
別
当
良
向
寺
は

弘
仁
年
間
（
八
一
〇
～
八
二

二
）
今
か
ら
一
二
〇
〇
年
前
、

弘
法
大
師
に
よ
っ
て
開
か
れ
た

伝
わ
っ
て
い
る
古こ

さ
つ刹
。
山
門
か

ら
文
殊
堂
ま
で
（
五
一
五
㍍
）

三
六
五
段
の
石
段
の
両
脇
に
は
、

七
変
化
に
彩
ら
れ
た
紫
陽
花
四

〇
品
種
、
約
二
五
〇
〇
の
株
が

妍け
ん

を
競
い
な
が
ら
咲
き
誇
っ
て

い
ま
す
。

新
緑
の
中
、
初
夏
に
入
り
、

雨
に
濡
れ
た
紫
陽
花
が
、
鮮
や

か
に
一
輪
ま
た
一
輪
と
色
を
な

す
そ
の
姿
に
、
見
る
人
の
心
を

和
ま
せ
、
優
し
き
心
を
誘
う
も

の
で
す
。

来
て
・
見
て
・
触
れ
て
・
感

じ
て
い
る
貴
方
の
心
を
、
五
七

五
の
短
冊
に
託
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

ち
な
み
に
一
句

「
短
冊
に
妻
の
一
言
十
五
点
」
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平
成
最
後
の
会
計
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
来
年
は
新
し
い
年
号

と
な
り
私
た
ち
昭
和
生
ま
れ
に
と
っ

て
二
度
目
の
改
元
と
な
り
ま
す
。
昭

和
天
皇
の
崩
御
の
際
は
新
年
早
々
で

書
類
の
年
号
に
訂
正
印
を
押
す
の
も

一
仕
事
で
し
た
。

こ
の
度
は
様
々
な
準
備
が
な
さ
れ

て
戸
惑
う
事
は
無
さ
そ
う
で
す
。

昭
和
は
戦
争
を
知
ら
な
い
子
供
達

に
は
遊
び
道
具
の
少
な
い
時
代
で
し

た
。い

つ
も
ガ
キ
大
将
が
い
て
木
登
り

や
パ
ッ
タ
・
ビ
ー
ダ
マ
・
ク
ギ
サ
シ
、

冬
は
そ
り
・
竹
ス
キ
ー
・
す
べ
り
ゲ

タ
、
鼻
水
を
服
の
袖
に
拭
い
テ
カ
テ

カ
に
し
な
が
ら
暗
く
な
る
ま
で
遊
ん

で
ま
し
た
。

母
が
「
ご
は
ん
だ
ぞ
ー
」
と
迎
え

に
来
て
く
れ
ケ
ガ
を
し
て
帰
る
と
赤

チ
ン
と
絆
創
膏
で
応
急
処
置
を
し
て

く
れ
て
、「
誰
に
や
ら
れ
た
」
な
ど

と
は
聞
き
ま
せ
ん
。
今
だ
っ
た
ら
大

問
題
で
す
。

テ
レ
ビ
が
普
及
し
始
め
た
頃
は
、

父
と
食
堂
で
プ
ロ
野
球
・
プ
ロ
レ
ス

観
戦
。
大
相
撲
は
ご
近
所
に
「
テ
レ

ビ
見
せ
て
け
ら
っ
し
ゃ
い
」
で
マ
ス

席
に
て
観
戦
。

最
後
は
皇
太
子
さ
ま
と
美
智
子
さ

ま
の
ご
成
婚
馬
車
行
列
で
し
た
。

平
成
の
世
は
、
還
暦
・
定
年
・
シ

ル
バ
ー
就
業
で
現
在
に
至
り
ま
す
。

「
ん
だ
っ
け
ね
」
と
、
つ
ぶ
や
い
て

頂
い
た
会
員
の
方
に
感
謝
で
す
。

趣
味
は
下
手
く
そ
将
棋
で
す
。
最

近
、
藤
井
六
段
に
刺
激
さ
れ
Ａ
I
将

棋
を
再
開
し
ま
し
た
。
何
回
「
待
っ

た
」
を
し
て
も
無
言
な
の
で
勝
率
は

六
割
で
す
。

私
は
、
二
十
九
年
四
月
よ
り
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
し
て
、

週
二
回
、
二
人
組
で
、
清
掃
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
仕
事
を
し

て
い
る
方
か
ら
、「
麻
雀
愛
好
会
に

入
っ
て
る
。
ボ
ケ
防
止
に
も
成
る
し
、

吉
田
さ
ん
も
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？
」
と
の
お
誘
い
を
頂
き
ま
し

た
。
私
の
頭
の
中
で
の
麻
雀
と
は
、

映
画
で
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

観
た
事
も
無
い
の
で
、
お
断
り
し
ま

し
た
。「
公
民
館
で
し
て
い
る
の
で
、

見
学
に
来
て
」
と
の
お
誘
い
を
受
け
、

ど
ん
な
も
の
か
と
、
娘
と
一
緒
に
見

学
に
行
く
と
、
皆
さ
ん
雀
卓
を
囲
み
、

生
き
生
き
と
楽
し
そ
う
に
笑
顔
で
、

真
剣
に
考
え
な
が
ら
の
姿
に
感
動
し

ま
し
た
。

側
で
先
生
が
、
色
々
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
に
は
、

無
理
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
少
し

勇
気
を
出
し
て
入
会
さ
せ
て
頂
く
事

に
し
ま
し
た
。
週
一
回
の
例
会
で
す

が
、
皆
様
の
暖
か
い
会
話
と
、
励
ま

し
を
受
け
又
、
先
生
の
ご
指
導
の
も

と
、
麻
雀
の
奥
深
さ
に
触
れ
な
が
ら
、

丁
寧
に
教
え
て
頂
き
、
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。「
エ
‼
私
が
麻
雀
を
‼
」

例
会
の
後
は
頭
が
疲
れ
て
爆
睡
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
、
ご
一
緒
に
始
め
て

見
ま
せ
ん
か
？
楽
し
い
で
す
よ
。
お

待
ち
し
て
居
り
ま
す
。

千
歳
地
区
は
、
落
合
・
沖
ノ
原
・

長
町
・
青
柳
・
浜
田
の
五
地
域
の
総

称
で
す
。
昔
は
、
田
畑
が
広
が
る
の

ど
か
な
田
園
地
帯
で
し
た
。
農
家
も

近
郊
農
業
の
里
と
し
て
生
産
し
て
お

り
ま
し
た
。
近
年
も
日
本
一
の
芋
煮

会
の
里
芋
の
生
産
地
の
中
核
を
な
し

て
い
ま
す
。
春
夏
秋
冬
の
め
り
は
り

が
は
っ
き
り
し
田
起
・
田
植
え
・
稲

刈
り
・
雪
原
と
目
に
も
鮮
や
か
で
し

た
。
田
の
中
の
小
川
で
ど
じ
ょ
う
や

鮒
や
お
い
か
わ
な
ど
の
魚
を
取
り
学

校
帰
り
を
楽
し
ん
だ
も
の
で
し
た
。

し
か
し
二
十
数
年
前
、
山
形
市
の
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
来
て
奥
羽
本
線

の
下
に
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
が
通
り
、
万

歳
橋
が
完
成
し
て
嶋
地
域
ま
で
の
東

西
交
通
道
路
の
大
動
脈
が
出
来
た
こ

と
で
、
地
域
が
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

（
急
激
）
に
変
化
し
ま
し
た
。
大
型

商
業
施
設
が
ぞ
く
ぞ
く
参
入
し
て
田

畑
は
み
る
み
る
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
都
会
化
し
季
節
の
趣
が
な
く

な
っ
て
色
々
な
方
々
に
地
域
の
良
さ

を
シ
ル
バ
ー
世
代
と
な
っ
て
語
り
継

第
六
地
区

�

丸
山
　
正
弘

二
度
目
の
改
元

鈴
川
二
地
区

�

吉
田
嘉
鶴
榮

エ
‼
ま
さ
か
私
が
…

千
歳
地
区

�

佐
藤
　
　
清

古
里
今
昔
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ぎ
自
分
も
行
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

お
世
話
に
な
り
駐
車
場
・
駐
輪
場
・

テ
ナ
ン
ト
管
理
の
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
二
十
人
の
仲

間
と
三
六
五
日
色
々
な
お
客
様
と
相

対
処
し
、
仲
間
と
は
和
や
か
に
、
お

客
様
に
は
親
身
に
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
日
々
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

酉
年
も
あ
と
残
り
四
日
で
新
年
を

迎
え
る
去
年
、
大
晦
日
は
温
泉
で
と

計
画
。
急
遽
富
士
山
の
見
え
る
温
泉

宿
を
手
配
。
標
高
九
三
五
メ
ー
ト
ル

の
高
台
に
あ
り
、
ゴ
ル
フ
場
に
隣
接

す
る
箱
根
「
湯
の
花
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
」
に
三
泊
の
予
約
を
な
ん
と
か
確

保
し
た
。

娘
家
族
（
大
人
四
人
と
孫
二
人
）

の
車
に
同
乗
。
十
二
時
に
出
発
、
車

内
は
賑
や
か
ム
ー
ド
。
山
形
道
～
東

北
高
速
道
を
走
り
、
宇
都
宮
ま
で
は

予
定
通
り
順
調
。
こ
こ
か
ら
正
月
を

故
郷
で
過
ご
す
た
め
に
向
か
う
車
の

移
動
な
の
か
渋
滞
。
東
名
道
～
小
田

原
道
～
ホ
テ
ル
へ
の
到
着
は
な
ん
と

十
九
時
。
入
浴
後
デ
ィ
ナ
ー
と
乾
杯
。

な
ぜ
箱
根
に
な
っ
た
の
か
は
、
孫
た

ち
の
人
気
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
陸
王
」

で
し
た
。
正
月
に
箱
根
駅
伝
を
見
た

く
、
遠
距
離
の
ド
ラ
イ
ブ
と
な
り
ま

し
た
。

翌
日
、
小
涌
谷
～
仙
石
原
で
名
物

「
黒
た
ま
ご
」（
一
個
食
べ
る
と
十

年
長
生
き
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
）

を
食
べ
、
箱
根
園
水
族
館
イ
ル
カ

シ
ョ
ウ
ー
他
～
箱
根
関
所
（
江
戸
時

代
の
初
期
、
徳
川
幕
府
が
設
け
た
）

―
そ
こ
は
平
成
十
九
年
春
に
復
元
さ

れ
、
観
光
客
が
増
え
て
い
る
。
小
生

も
何
回
か
箱
根
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

復
元
さ
れ
た
関
所
は
初
め
て
。
芦
ノ

湖
脇
の
旧
東
海
道
で
、
関
所
か
ら
見

る
と
、
芦
ノ
湖
の
上
に
雪
を
被
っ
た

富
士
山
が
綺
麗
に
見
え
る
名
所
。

デ
ィ
ナ
ー
は
家
内
と
娘
の
心
づ
か
い

で
、
小
生
の
喜
寿
と
一
月
の
誕
生
祝

い
を
兼
ね
、
家
族
で
乾
杯
し
た
。

翌
々
日
は
海
賊
船
で
芦
ノ
湖
一
周

～
彫
刻
の
美
術
館
（
ピ
カ
ソ
始
め
雄

大
な
彫
刻
ば
か
り
）
を
見
学
。
最
後

の
日
に
孫
た
ち
に
見
せ
た
い
箱
根
駅

伝
コ
ー
ス
は
車
が
渋
滞
し
、
時
間
ば

か
り
進
む
起
伏
あ
る
山
岳
道
の
ド
ラ

イ
ブ
コ
ー
ス
も
芦
ノ
湖
正
面
で
終
了
。

除
夜
の
鐘
を
聴
き
な
が
ら
昨
年
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
。

寄稿�

鬼
の
ツ
ノ

�

西
地
区
　
細
谷
　
孝
司

昨
年
の
五
月
、

愚
生
の
個
展
開
催

中
の
こ
と
で
あ
る
。

う
ら
若
い
女
性
か

ら
、「
ツ
ノ
の
な
い
鬼
が
居
る
」
と

告
げ
ら
れ
た
。「
ん
？
何
事
」。
仔
細

を
訪
ね
る
と
、
成
程
居
る
。
囲
い
の

中
に
佛
と
並
ん
で
そ
れ
は
い
る

（
Ａ
）。

所
は
変
わ
っ
て
、
東
京
・
台
東
区

に
朝
顔
市
の
開
か
れ
る
「
入
谷
鬼
子

母
神
」
が
あ
る
。
こ
の
寺
の
鬼
は

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て
い
る
（
Ｂ
）。

ま
ゆ
つ
ば
だ
が
、
案
内
に
よ
る
と

「
安
産
・
子
育
て
の
守
護
神
と
な
っ

た
と
い
う
由
来
か
ら
ツ
ノ
の
な
い
鬼

を
使
っ
て
い
る
」
と
い
う
。
豊
島
区

の
「
雑
司
が
谷
鬼
子
母
神
」
も
ツ
ノ

は
な
い
そ
う
で
あ
る
。

も
と
い
、
甲
骨
文
字
の
出
現
（
前

一
五
五
〇
年
？
）
に
始
ま
る
鬼
に
ツ

ノ
は
な
い
（
Ｃ
）。
時
代
が
下
っ
て

説せ
つ
も
ん
か
い
じ

文
解
字
（
後
漢　

中
国
最
古
の
字

書
）
の
篆て

ん
し
ょ書
を
み
る
と
、
ち
ょ
っ
と

だ
け
上
に
突
き
出
て
い
る
（
Ｄ
）。

こ
の
あ
た
り
が
康こ

う
き熙
字
典
（
清　

後

世
の
字
典
の
規
範
と
さ
れ
た
）
の
鬼

に
ツ
ノ
が
生
え
、
現
代
に
至
っ
た
理

由
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ

か
、
嫁
入
り
の
角
隠
し
は
妙
に
合
点

が
い
く
…
…
？

古
代
中
国
よ
り
綿
々
と
続
く
漢
字

文
明
と
、
宋
代
以
降
の
活
字
文
化
の

ち
が
い
を
、
生
い
立
ち
や
目
的
に

沿
っ
て
理
解
し
な
い
と
、
盲
目
的
な

活
字
信
仰
に
陥
る
と
い
う
お
話
。

南
沼
原
地
区

�

升
谷
　
光
悦

孫
と
ド
ラ
イ
ブ

（A）

（B）

（C）

（D）
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山
形
市
北
西
部
、
馬

見
ヶ
崎
に
あ
る
イ
オ
ン

山
形
北
店
を
訪
ね
ま
し

た
。
こ
ち
ら
に
は
九
名

の
会
員
が
請
負
業
務
で

就
業
を
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
担
当
の
佐
藤
課

長
さ
ん
へ
ご
挨
拶
を
し
、

お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ

「
安
全
第
一
に
、
そ
し

て
お
客
様
の
立
場
に
な
っ
て
行
動

す
る
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
る
。

事
故
も
な
く
、
お
客
様
と
の
ト
ラ

ブ
ル
も
な
く
順
調
で
、
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
る
」
と
の
事
。

全
体
の
就
業
時
間
は
八
時
か
ら

二
十
一
時
ま
で
。
繁
忙
期
は
五
名

か
ら
六
名
体
制
、
他
は
三
名
か
ら

四
名
体
制
。
一
人
あ
た
り
一
日
三

時
間
か
ら
五
時
間
の
就
業
時
間
で
、

リ
ー
ダ
ー
が
翌
月
の
売
り
出
し
予

定
・
行
事
予
定
・
会
員
の
休
み
希

望
等
を
聞
き
シ
フ
ト
表
を
毎
月
作

成
し
て
い
る
。
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
た
シ
フ
ト
表
に
は
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

業
務
内
容
は
カ
ー
ト
整
理
と
カ

ゴ
の
整
理
で
す
。
カ
ー
ト
整
理
は
、

店
内
は
も
と
よ
り
屋
外
で
も
あ
り
、

繁
忙
期
は
回
転
を
良
く
す
る
た
め
、

こ
ま
め
に
動
き
ま
わ
る
と
の
事
。

ま
た
カ
ゴ
の
整
理
は
レ
ジ
近
く
で

の
作
業
に
な
る
た
め
、
お
客
様
や

レ
ジ
担
当
者
へ
の
挨
拶
・
声
掛

け
・
言
葉
使
い
・
カ
ゴ
の
取
扱
い

が
と
て
も
重
要
と
。

レ
ジ
担
当
者
か
ら
会
員
に
対
し
、

お
褒
め
の
こ
と
ば
を
頂
く
こ
と
も

あ
る
と
の
事
。
こ
れ
も
リ
ー
ダ
ー

の
指
導
に
基
づ
き
、
会
員
が
一
体

と
な
り
一
生
懸
命
に
就
業
し
て
い

る
成
果
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

�

（
取
材
・
広
報
部
）

国
道
十
三
号
線
を
南

下
し
て
飯
田
交
差
点
北

側
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
福
寿
乃
郷
を
訪

問
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
宿
直
、
洗
濯
、
居
室

内
の
清
掃
等
、
計
一
四

名
の
会
員
さ
ん
が
就
業

し
て
い
ま
す
。
初
め
に
渡
辺
統
括

介
護
課
長
に
案
内
説
明
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。
社
会
福
祉
法
人
福
寿

会
の
施
設
の
一
つ
と
し
て
平
成
二

十
五
年
開
設
。
全
室
個
室
で
定
員

百
名
。
空
床
が
あ
る
場
合
の
み

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
も
可
能
。

「
会
員
さ
ん
が
担
当
す
る
仕
事

の
か
た
わ
ら
、
通
り
が
か
っ
た
入

居
者
さ
ん
と
お
話
し
す
る
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
場
が
和
や
か
に
な
り

ま
す
。
今
後
会
員
さ
ん
の
増
員
も

検
討
中
で
す
」
と
の
事
。

次
に
居
室
清
掃
、
リ
ネ
ン
交
換

担
当
の
一
人
、
渡
辺
順
子
さ
ん
に

居
室
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

勤
務
体
制
は
二
人
一
組
交
代
で
毎

日
一
人
が
勤
務
を
二
十
床
担
当
し

ま
す
。
①
十
二
時
～
十
六
時
②
十

四
時
～
十
七
時
の
二
通
り
の
勤
務

時
間
で
月
約
十
五
日
間
就
業
。
入

居
者
さ
ん
が
食
事
や
入
浴
等
で
居

室
が
空
い
た
順
に
清
掃
、
ベ
ッ
ト

リ
ネ
ン
交
換
、
洗
濯
の
仕
上
っ
た

衣
類
の
収
納
。
一
日
で
三
床
を
目

安
に
勤
務
時
間
内
で
出
来
る
と
こ

ろ
迄
で
終
了
。
心
が
け
て
い
る
事

は
①
入
居
者
に
ケ
ガ
等
を
さ
せ
な

い
。
②
風
邪
等
を
持
ち
込
ま
な
い
。

③
個
人
情
報
を
守
る
。

「
仕
事
の
内
容
は
介
護
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
と
違
い
、
簡

単
で
家
事
の
延
長
の
様
。
職
員
の

方
々
の
対
応
が
優
し
く
て
や
り
や

す
い
で
す
」
と
澄
ん
だ
空
気
と
柔

ら
か
な
日
差
し
の
中
で
終
始
笑
顔

で
し
た
。�

（
取
材
・
広
報
部
）

就業会員を訪ねて
藁
わ ら が い

谷　幸市・東海林静雄
イオンリテール㈱　イオン山形北店

渡辺　順子
（社会福祉法人福寿会 福寿乃郷）
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滝
山
二
地
区

�

古ふ
る

林ば
や
し

キ
ヨ
子

古
林
さ
ん
は
当
セ
ン
タ
ー
発
足
間

も
な
く
入
会
さ
れ
、
今
も
元
気
に
就

業
を
続
け
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
間
、

滝
山
地
区
の
組
長
を
十
年
、
女
性
部

会
を
六
年
支
え
て
こ
ら
れ
た
活
動
家

だ
。互

助
会
の
文
化
祭
に
は
数
多
く
の

手
芸
品
を
出
品
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
〝
技
〟
を
伺
う
こ
と
に
。

専
門
学
校
で
和
裁
と
洋
裁
を
学
び
、

振
り
袖
は
も
ち
ろ
ん
紋
付
・
袴
も
縫

い
、
時
折
、
僧
侶
の
衣
を
縫
い
、
袈

裟
の
補
修

を
も
手
掛

け
ら
れ
た

と
い
う
凄

技
の
持
ち

主
。案

内
し
て
い
た
だ
い
た
部
屋
の
至

る
所
に
、
思
わ
ず
手
で
触
れ
て
み
た

く
な
る
よ
う
な
木き

目め

込こ

み
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
が
飾
っ
て
あ
る
。

以
前
、
互
助
会
の
文
化
祭
に
出
品

さ
れ
た
先
輩
の
作
品
に
感
動
し
、
指

導
を
仰
ぎ
以
来
作
品
を
作
り
続
け
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
。

い
つ
で
も
手
が
け
ら
れ
る
よ
う
に

と
作
品
用
の
材
料
の
在
庫
管
理
は
怠

ら
な
い
。
材
料
が
届
い
た
ら
大
好
き

な
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
作
品
に
取
り

掛
か
る
と
い
う
。

こ
れ
ほ
ど
熱
を
入
れ
ら
れ
て
い
る

か
ら
一
番
大
好
き
な
趣
味
と
思
い
き

や
、
三
番
目
に
好
き
な
こ
と
、
と
の

こ
と
。
最
高
に
好
き
な
の
は
、〝
山

登
り
〟
と
〝
ス
キ
ー
〟
で
、
東
北
百

名
山
は
登
頂
済
み
と
か
。

二
番
目
に
好
き
な
こ
と
は
音
楽
を

楽
し
む
こ
と
と
い
う
。
三
百
枚
を
超

え
る
Ｃ
Ｄ
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

「
年
は
と
っ
て
も
、
い
つ
ま
で
も

〝
青
春
〟
よ
！
」
元
気
は
つ
ら
つ
な

明
る
い
声
は
全
く
年
を
感
じ
さ
せ
な

い
。�

（
取
材
・
広
報
部
）

新
入
会
員
紹
介

第
二
地
区�

鈴
木　

悦
子

�

中
橋
み
ち
子

第
七
地
区�

手
塚
喜
美
雄

�

漆
山　

厚
子

第
十
地
区�

土
岐　

勝
義

�

藤
田　

和
男

鈴
川
二
地
区�

髙
橋
美
智
子

鈴
川
三
地
区�

倉
本　

敏
行

�

高
橋　

忠
昭

千
歳
地
区�

会
田　

紀
子

東
沢
地
区�

山
口　

堅
吉

滝
山
一
地
区�

平
塚　

泰
弘

滝
山
二
地
区�

小
林　

和
雄

金
井
地
区�

浦
山　

正
孝

�

工
藤　

新
永

�

髙
橋　

眞
一

�

阿
部　

房
男

�

鈴
木　
　

隆

山
寺
・
高
瀬
地
区�

斎
藤
千
代
子

�

村
岡　
　

篤

蔵
王
地
区�

加
藤　

矩
男

�

横
尾　

光
之

�

荒
井　

国
広

�

鈴
木
満
太
郎

西
部
地
区�

大
谷
江
美
子

�

飯
野　

敏
勝

シ
ル
バ
ー
に

人
あ
り 

技
あ
り

 

心
あ
り

い
つ
ま
で
も
青
春

（
一
月
一
日
～
三
月
三
十
一
日
ま
で
）
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年
度
替
え
の
手
続
き
に
つ
い
て

　
更
新
と
退
会
手
続
き
を

�

お
早
め
に
！

　

年
度
替
え
に
な
り
、
会
員
の
更
新

手
続
き
の
時
期
で
す
。
世
話
役
の

方
々
に
会
費
の
集
金
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
会
費
の
納
入
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
退
会
さ
れ
る
方
は
、
退
会

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

各
地
区
班
の
班
長
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（公社）
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

山
形
市
双
葉
町
一
丁
目
二
番
三
号

電
話（
〇
二
三
）六
四
七−

六
六
四
七

あ と が き

春
爛
漫
の
季
節
の
中
、
新

一
年
生
は
胸
を
膨
ら
ま
せ
入

学
式
へ
、
新
社
会
人
は
自
分

の
夢
に
向
か
っ
て
の
平
成

三
十
年
度
の
始
ま
り
で
す
。

新
し
い
人
生
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
、
多
く
の
仲
間

た
ち
と
出
会
い
切
磋
琢
磨
し

知
識
と
経
験
を
身
に
つ
け

て
、
一
歩
で
も
自
分
の
目
標

に
近
づ
け
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

当
会
員
数
も
諸
先
輩
方
々

の
長
年
の
募
集
活
動
に
よ

り
、
千
名
の
大
台
を
超
え
大

集
団
と
な
り
ま
し
た
。
各
就

業
先
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
の
健
康

管
理
に
努
力
し
て
自
分
の
役

割
に
責
任
を
持
ち
行
動
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
新
会
員
の
方
々
も
責

任
感
、
実
行
力
を
発
揮
し
、

即
戦
力
に
な
る
よ
う
に
一
緒

に
力
を
合
わ
せ
て
セ
ン
タ
ー

の
発
展
に
寄
与
し
て
頂
き
た

い
。新

年
度
広
報
部
会
よ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
モ
ニ

タ
ー
募
集
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
会
員
皆
様
方
の
ご
意

見
、
感
想
、
要
望
等
を
基
に

今
後
の
活
動
に
反
映
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
是
非

ご
協
力
の
程
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
訃
　
　
報

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

佐
藤　

征
治
さ
ん（
七
十
三
歳
）

�
（
第
三
地
区
）

U
R

L：
http://w

ebc.sjc.ne.jp/yam
agatashi

E
-m

ail：
yam

agatashi@
sjc.ne.jp

お
知
ら
せ
と

　
　
お
願
い

行
事
イ
ベ
ン
ト
案
内

行
事
イ
ベ
ン
ト
案
内

■
配
分
金
支
払
日

　
四
月
二
十
日
㈮

　
五
月
十
八
日
㈮

　
六
月
二
十
日
㈬

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧

誘
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
四
月
五
日
㈭
　
十
二
日
㈭

　
　
　
十
九
日
㈭

　
五
月
十
七
日
㈭
　
二
十
四
日
㈭

　
　
　
三
十
一
日
㈭

　
六
月
十
四
日
㈭
二
十
一
日
㈭

　
　
　
二
十
八
日
㈭

■
就
業
相
談
日（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　
四
月
十
二
日
㈭

　
五
月
十
日
㈭

　
六
月
七
日
㈭

〇
九
〇
―
六
二
五
五
―
五
三
〇
二

　

土
日
・
祝
日
に
事
故
等
が
発
生
し

た
場
合
の
緊
急
連
絡
先
で
す
。

　

ま
た
、
会
員
証
と
一
緒
に
お
渡
し

す
る
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
は
、
就
業
の

際
必
ず
携
帯
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 セ

ン
タ
ー

 

緊
急
連
絡
先

年
度
会
費
は

�

傷
害
保
険
料
に
充
当

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て

い
る
年
度
会
費（
会
員
互
助
会
除
く
）

の
主
な
使
用
内
容
に
つ
い
て
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

　
会
員
傷
害
保
険
料（
一
人
あ
た
り
）

　
　
二
千
百
九
十
円

　
総
会
議
案
書
・
会
報
印
刷
費
等

　
　
九
百
円

�

（
う
ち
、
三
百
十
円
を
充
当
）

平
成
三
十
年
度

�

定
時
総
会
の
開
催

日
時
　
六
月
十
三
日
㈬
午
後
三
時

場
所
　�

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

山
形

懇
親
会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
後
日
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。


